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(200×径1 20)｢春秋文手培｣

浅　野　　　廉　作

卵
を
逆
さ
に
立
て
た
よ
う

な
単
純
な
形
を
し
た
手
倍

(
て
あ
ぶ
り
)
　
で
あ
る
｡

正
面
の
口
部
か
ら
中
へ
炭

火
を
入
れ
て
'
お
茶
席
に
用

い
ら
れ
た
暖
房
器
具
の
一
種

で
あ
る
｡
春
の
器
に
は
紅
梅
'

秋
の
器
に
は
野
菊
の
文
様
が

頭
部
か
ら
背
後
に
描
か
れ
て

い
る
o寸
法
は
高
さ
2
0
皿
･
径
1

8
.
上
絵
に
九
谷
焼
顔
料
の

色
合
い
も
あ
る
美
し
い
陶
器

で
あ
る
｡

作
者
は
第
8
代
校
長
浅
野

磨
(
昭
和
1
5
･
8
-
昭
和
2
2
･

5
)
　
で
あ
る
o
　
明
治
2
2
年
新

潟
県
長
岡
市
に
生
れ
'
大
正

4
年
東
京
美
術
学
校
図
案
科

を
卒
業
｡
そ
の
後
石
川
県
商

品
陳
列
所
に
入
所
し
'
9
年

～
1
5
年
ま
で
所
長
と
な
る
｡

こ
の
間
'
九
谷
焼
及
び
工
芸

指
導
に
尽
力
さ
れ
'
さ
ら
に
'

古
陶
器
の
研
究
と
作
陶
も
学

ば
れ
て
い
る
0

本
校
退
官
後
は
陶
画
･
作

陶
･
漢
詩
･
茶
道
な
ど
を
余

暇
と
し
て
過
さ
れ
る
｡
昭
和

4
7
年
没
｡

作
品
の
寄
贈
は
'
昭
和
1
6

年
応
用
化
学
科
を
卒
業
さ
れ

た
安
川
三
郎
氏
で
'
永
ら
く

新
潟
大
学
教
授
と
し
て
奉
職

さ
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
o
　
去

る
平
成
1
2
年
春
の
叙
勲
を
受

け
ら
れ
た
折
に
記
念
と
し
て

母
校
へ
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
｡
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■･ "親子三代展苫作腿大盛況" -･･

解説する宋琳氏

活
気
み
な
ぎ
る

同
窓
生
ギ
ャ
ラ
リ
ー
(
報
告
)

5
月
3
1
日
(
土
)
～
6
月
2
9
日
(
日
)

中
村
哲
浩
　
(
号
宋
琳
)
　
氏
は
'
昭
和
5
5
年
建

築
科
を
卒
業
さ
れ
､
父
･
松
崖
氏
の
姿
を
み
て

書
道
を
始
め
ら
れ
ま
し
た
｡
そ
の
後
'
恵
ま
れ

た
環
境
に
よ
り
'
子
供
達
も
書
道
に
惹
き
つ
け

ら
れ
同
様
に
歩
み
始
め
て
お
ら
れ
ま
す
｡

親
子
三
代
展
は
'
父
･
松
崖
氏
･
宋
琳
氏
･

長
男
大
郁
さ
ん
の
　
-
　
歩
ん
で
き
た
道
'
そ
し

て
こ
れ
か
ら
　
-
　
を
テ
ー
マ
と
し
て
'
三
氏
は

そ
れ
ぞ
れ
手
習
の
作
品
か
ら
本
格
的
に
書
道
の

道
を
歩
ん
で
き
た
道
程
を
年
代
順
に
展
示
さ
れ

ま
し
た
｡
桧
崖
氏
は
'
｢
書
は
臨
書
か
ら
始
ま

る
｣
　
と
考
え
'
基
本
を
守
り
納
得
い
く
ま
で
書

き
､
中
で
も
日
展
入
選
作
｢
寒
山
詩
｣
　
や
､
臨

書
作
品
の
数
点
は
感
銘
深
い
も
の
で
し
た
｡

宋
琳
氏
は
小
学
校
書
き
初
め
大
会
で
金
賞
を

受
賞
さ
れ
た
書
｢
世
界
平
和
｣
は
直
線
や
押
え
､

跳
ね
な
ど
が
し
っ
か
り
揮
毒
さ
れ
今
日
の
片
鱗

を
伺
わ
せ
て
い
ま
す
｡
ま
た
'
昨
今
の
柔
ら
か

く
書
か
れ
た
雪
心
会
大
賞
作
品
や
､
県
の
四
十

人
展
作
の
　
｢
遊
戯
三
昧
｣
　
の
大
作
に
は
独
自
の

世
界
が
築
か
れ
て
い
ま
す
｡

大
郁
氏
は
､
力
強
い
作
風
で
'
二
十
代
半
ば

に
し
て
す
で
に
公
募
展
に
出
品
さ
れ
'
読
売
書

法
展
特
選
を
受
賞
｡
ま
た
､
若
干
2
5
才
の
若
さ

で
日
展
に
初
入
選
を
果
た
さ
れ
'
喜
ば
し
い
限

り
で
あ
り
ま
す
｡

美
術
館
全
体
に
大
作
か
ら
小
品
な
ど
3
5
点
を

展
示
さ
れ
た
他
'
文
房
四
宝
に
碩
･
墨
な
ど
も

陳
列
さ
れ
'
約
一
ケ
月
間
連
日
各
氏
の
知
人
の

方
々
が
沢
山
来
館
さ
れ
ま
し
た
｡
中
頃
に
は
'

東
京
よ
り
芸
術
院
会
員
高
木
聖
両
先
生
が
激
励

に
お
越
し
に
な
る
な
ど
盛
会
の
内
に
幕
を
閉
じ

ま
し
た
｡

r

;

■

　

　

T

l

'

　

■

■

　

り

.

.

(

.

ゝ

.

.

㌧

ヽ

.

.

　

　

　

　

　

　

　

.

.

常
設
展
Ⅰ
期
　
7
月
1
 
1
日
鱒
1
9
月
7
日
㈲

｢
工
芸
学
校
ゆ
か
り
の
日
本
画
家
た
ち
｣

工
芸
学
校
の
絵
画
担
当
教
師
は
'
中
島
次
郎
･
加

藤
丑
之
助
･
村
金
平
の
三
氏
で
あ
り
､
主
に
日
本
画

を
指
導
さ
れ
ま
し
た
｡
本
展
で
は
'
教
師
陣
と
同
時

代
に
在
学
し
た
卒
業
生
と
の
作
品
2
0
点
を
展
示
｡
主

な
作
品
と
し
て
塩
崎
逸
陵
･
郷
倉
千
靭
･
村
閑
歩
･
昇

外
義
･
十
二
町
仁
三
な
ど
を
並
べ
ま
し
た
｡
関
連
し

て
各
氏
の
画
集
や
加
藤
先
生
の
写
生
も
展
示
し
'
見

学
者
の
方
々
も
あ
ら

た
め
て
高
岡
工
芸
の

伝
統
に
感
動
を
覚
え

ら
れ
た
よ
う
で
す
｡

常
設
展
Ⅱ
期
　
9
月
1
 
7
日
的
～
1
 
1
月
9
日
㈲

｢
高
岡
工
芸
と
茶
道
具
｣

本
校
の
収
蔵
品
中
'
工
芸
品

は
6
割
を
こ
え
'
金
工
類
は
最

も
多
く
あ
り
ま
す
｡
そ
れ
ら
の

中
か
ら
茶
道
に
使
う
道
具
を
ま

と
め
て
展
示
し
ま
し
た
｡

釜
･
風
炉
を
始
め
へ
花
入
れ
'

水
指
し
､
香
合
抹
茶
碗
な
ど
を
　
/
f
=

並
べ
'
メ
イ
ン
の
展
示
ケ
ー
ス
で
は
'
裏
千
家
家
元

の
書
'
前
に
江
戸
中
期
備
前
焼
の
花
入
れ
'
香
合
は

加
納
夏
雄
を
配
し
て
み
ま
し
た
｡

6
3
点
の
各
道
具
を
展
示
ケ
ー
ス
ご
と
に
'
明
治
期

か
ら
現
代
作
家
ま
で
並
べ
'
趣
き
深
い
展
覧
会
と
な

り
好
評
で
し
た
｡
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詩情豊かな作品群

観覧者で賑わうオープニング

■h　　　　{　ささ8..

h~　　_　電鍵

8
月
9
日
(
土
)
～
9
月
7
日
(
日
)

r

能

町

茂

治

南

画

展

｣

　

　

　

E

南
画
院
同
人
の
能
町
氏
　
(
号
革
風
)
　
は
､
昭

和
2
0
年
金
属
工
芸
科
を
卒
業
｡
今
年
で
8
2
歳
の

ご
高
齢
に
な
ら
れ
ま
し
た
が
'
同
級
生
で
本
校

前
美
術
館
長
山
本
実
民
ら
も
激
励
に
来
ら
れ
ま

し
た
｡本
展
で
は
平
成
元
年
か
ら
昨
年
ま
で
､
額
装

の
大
作
か
ら
小
品
の
軸
装
な
ど
3
1
点
を
展
示
｡

風
景
を
画
題
と
し
て
信
越
地
方
か
ら
福
井
'
石

川
､
富
山
県
の
山
村
を
描
か
れ
'
そ
こ
に
生
活

9
月
1
 
3
日
(
土
)
-
1
 
0
月
5
日
(
日
)

~
｢
青
湧
会
展
｣

昭
和
3
3
年
卒
業
の
太
田
(
油
絵
)
'
北
村
(
油
絵
)
､

坂
井
(
漆
芸
)
'
中
川
(
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
)
　
の
4
氏

に
日
本
画
･
ち
ぎ
り
絵
･
焼
コ
テ
絵
･
工
芸
な
ど
2
0

名
の
会
員
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
｡

会
場
全
体
は
6
0
点
の
作
品
で
埋
め
つ
く
さ
れ
'
藤

細
工
に
よ
る
新
し
い
表
現
の
パ
ネ
ル
や
焼
コ
テ
を
使
っ

て
描
か
れ
た
め
ず
ら
し
い
技
法
の
作
品
の
他
､
写
真

で
は
ダ
ル
マ
型
に
撮
影
さ
れ
た
朝
陽
の
作
品
な
ど
に

迫
力
が
あ
り
来
館
者
は
見
入
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
｡

す

る

賓

人

々

を
画
中
に
配
す

る
な
ど
魅
力
的

な
作
品
で
し
た
｡

連
日
'
南
画
会

の
方
々
が
来
館

さ
れ
活
況
が
あ

り
ま
し
た
｡

3
3
年
卒
業
生
の
恩
師
'

池
上
栄
一
先
生
　
(
陶

芸
)
　
の
花
器
2
点
も

加
わ
り
会
場
を
盛
り

上
げ
て
い
ま
し
た
｡

会
員
の
友
人
も
沢
山

見
学
に
来
ら
れ
ま
し

た
｡

賛
助
出
品
と
し
て
､
J
東
　
野

-
-
･
1
 
0
月
1
 
5
日
(
水
)
～
1
 
1
月
3
日
(
局
)

尚
美
展
開
連
作
品
展

｢
同
窓
生
件
晶
展
｣

尚
美
展
開
催
に
併
わ
せ
て
一
足
早

く
1
 
5
日
よ
り
同
窓
生
1
 
8
名
と
旧
職
員

1
名
が
･
工
芸
･
写
真
･
書
･
デ
ザ

イ
ン
の
作
品
2
9
点
を
出
品
さ
れ
ま
し

た
｡
昭
和
1
6
年
卒
業
の
8
0
代
半
ば
の

ベ
テ
ラ
ン
か
ら
昭
和
5
8
年
卒
業
の
作

家
ま
で
多
様
な
年
代
の
作
品
が
並
べ

ら
れ
'
と
り
わ
け
須
賀
月
芳
･
月
真

両
氏
の
蝋
型
鋳
造
の
置
物
や
花
器
'

竹
田
貞
郎
氏
の
漸
新
な
掛
軸
な
ど
来

館
者
の
注
目
を
ひ
き
評
判
で
し
た
｡

臨

　

時

　

　

　

　

5

月

1

 

3

日

㈹

～

2

4

日

出

｢
特
別
寄
贈
の
名
品
展
｣

本
校
で
は
､
創
立
8
0
周
年
に
初
代
校
長
納
富
介
次

郎
晩
年
の
作
品
を
お
孫
さ
ん
の
二
郎
氏
よ
り
､
1
0
0
周

年
に
は
青
井
忠
雄
氏
よ
り
山
崎
覚
太
郎
の
作
品
を
篤

志
に
よ
り
寄
贈
頂
い
て
お
り
ま
す
｡
本
展
で
は
'
こ

の
2
作
品
を
含
め
こ
れ
ま
で
公
開
さ
れ
る
機
会
の
少

な
か
っ
た
寄
贈
作
品
3
0
点
を
展
示
し
ま
し
た
｡

特
に
デ
ザ
イ
ン
1
0
点
　
(
ポ
ス

タ
ー
　
｢
ヒ
ロ
シ
マ
･
ア
ピ
ー
ル

ズ
｣
)
　
は
'
国
際
的
に
活
躍
す

る
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー

の
作
品
と
あ
り
'
観
覧
者
の
関

心
も
高
く
好
評
で
し
た
｡

文
化
部
合
同
展
　
7
月
1
 
1
日
㈱
～
3
 
1
日
㈱

7
月
中
旬
に
は
､

文
化
部
合
同
展
が
開

か
れ
ま
し
た
｡
8
つ

の
文
化
部
な
ら
び
に

同
好
会
に
加
え
､
工

学
部
系
の
作
品
な
ど
　
　
　
㌧
L
t
･
･
T
･
･
 
I
-

を
美
術
館
半
面
に
展
示
し
ま
し
た
｡
文
化
部
と
し
て

放
課
後
な
ど
に
制
作
し
た
作
品
を
一
堂
に
会
し
た
展

覧
会
で
す
が
'
生
徒
自
身
の
作
品
展
示
で
あ
る
だ
け

に
'
会
場
は
友
達
の
作
品
を
鑑
賞
す
る
生
徒
達
で
盛

況
で
し
た
｡
昨
年
度
よ
り
'
二
上
工
業
高
校
の
作
品

も
交
流
活
動
の
一
貫
と
し
て
展
示
し
て
い
ま
す
｡

初
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の
生
演

奏
で
開
会
さ
れ
､
ま
た
､
期
間
中
に
は
茶
道
部
の
茶

席
も
設
け
ら
れ
る
な
ど
'
外
来
者
の
方
々
に
も
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
ま
し
た
｡
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｢
丘
の
道
｣
(
日
本
画
)

石
崎
外
志
雄
氏

(
昭
和
2
9
年
図
案
絵
画
科
卒
)

作
者
寄
贈
(
南
砺
市
在
住
)

｢
柿
秋
｣
(
南
画
)

能
町
茂
治
氏

(
昭
和
2
0
年
金
工
科
卒
)

作
者
寄
贈

(
高
岡
市
在
住
)

は
ぐ
く
み
会
会
員

募
集
の
お
し
ら
せ

は
ぐ
く
み
会
で
は
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
｡

申
し
込
ま
れ
た
日
か
ら
一
年
間
(
云
員
と
な
り
ま
す
｡

主
な
活
動

1
　
青
井
記
念
館
美
術
館
へ
の
協
力
･
支
援

2
　
中
学
生
美
術
展
(
青
井
中
美
展
)
へ
の
支
援

特

　

　

典

1
　
企
画
展
等
の
案
内

2
　
は
ぐ
く
み
会
だ
よ
り
の
配
布

年

会

費

一
般
会
員
　
(
個
人
)
　
　
　
　
　
二
'
〇
〇
〇
円

特
別
会
員
　
(
企
業
'
団
体
等
)
一
〇
'
〇
〇
〇
円

お
問
い
合
わ
せ
･
申
し
込
み
先

青
井
記
念
館
美
術
館
は
ぐ
く
み
会
事
務
局

集

催

事

案

内

今
年
度
の
来
館
者
数
は
､
昨
年
度
に
比
べ
大
幅
に

増
え
ま
し
た
｡
同
窓
生
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
開
催
さ
れ
た

方
々
の
交
友
の
広
さ
や
高
岡
市
美
術
館
に
お
け
る
間

町
4
-
0
年
記
念
に
伴
う
大
き
な
展
覧
会
の
お
か
げ
か
と

思
い
ま
す
｡
こ
の
機
会
を
機
に
青
井
記
念
館
美
術
館

が
よ
り
多
く
の
人
に
親
し
ま
れ
る
事
を
期
待
し
て
お

り

ま

す

o

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(

端

野

)

第
1
 
5
回
青
井
中
美
展
　
　
1
 
1
月
1
 
9
日
㈱
～
1
 
2
月
7
日
㈲

常
設
展
Ⅲ
期
　
[
工
芸
高
校
所
蔵
名
作
展
]

1
2
月
1
8
日
㈹
～
2
月
1
8
日
㈹

同
窓
生
ギ
ャ
ラ
リ
ー

第
5
1
回
　
｢
Y
e
S
!
～
H
1
6
年
度
卒
業
生
作
品
展
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